
　
３
月
の
東
日
本
大
震
災
で
大
混
乱
に
陥
っ
た
製
造
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
。

富
士
重
工
業
も
２
０
１
１
年
度
上
期
の
国
内
外
の
自
動
車
生
産
台
数
は
前
年
同
期

比
約

％
減
の

万
台
に
と
ど
ま
る
見
通
し
だ
。
自
動
車
製
造
拠
点
の
群
馬
製
作

所
は
下
期
に
ば
ん
回
を
期
す
た
め
、
前
年
同
期
比

％
増
の

万
８
０
０
０
台
を

生
産
す
る
計
画
。
同
製
作
所
所
長
の
笠
井
雅
博
氏
に
下
期
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
聞
い
た
。

円高パンチに何度見舞われて
も、立ち上がる…と笠井さん

笠
井
雅
博
氏
常
務
執
行
役
員
ス
バ
ル
製
造
本
部
長

軽自動車拠点から登録車拠点へ
と衣替えを進めている本工場

　
２
０
０
８
年
秋
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
、
群

馬
県
内
の
中
小
製
造
業
の
設
備
投
資
意
欲
は
し
ば

ら
く
低
迷
し
て
い
た
が
、
こ
こ
に
来
て
設
備
投
資

に
踏
み
切
る
中
小
企
業
が
相
次
い
で
い
る
。
大
手

企
業
の
海
外
増
産
志
向
の
下
、
か
つ
て
の
よ
う
に

増
産
要
求
へ
の
対
応
と
い
っ
た
事
例
は
少
な
い
。

一
方
、
国
内
の
モ
ノ
づ
く
り
へ
の
要
求
の
高
度
化

に
伴
い
、
加
工
技
術
に
こ
れ
ま
で
以
上
の
付
加
価

値
を
追
求
す
る
た
め
、
特
徴
の
あ
る
設
備
を
導
入

す
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
だ
。

真柄鉄工所が導入した大型の横型ＮＣ旋盤

付
加
価
値
を
追
求

小林製作所が導入したハイブリッド式射出成形機

群馬県産業界日本経済復興をけん引する

生産完全回復に向けて富士重工業群馬製作所
変
種
変
量
生
産
「
ス
バ
ル
ウ
ェ
イ
」
を
貫
く

石関プレシジョンが導入した サーボプレス機

新
規
展
開
へ
更
新

基
盤
技
術
高
度
化
へ

設
備
投
資
を
再
開
す
る
中
小
企
業
◆
◆
◆
◆
◆

（ ） 【企画特集】 ２０１１年 平成２３年 ７月２９日 金曜日 　　

　
榛
東
村
の
荻
野
製
作
所
は

９
月
に
同
社
で
初
め
て
と
な

る
５
軸
加
工
機
を
導
入
す

る
。
こ
れ
ま
で
は
自
動
車
部

品
を
は
じ
め
と
す
る
量
産
品

が
同
社
の
主
力
を
占
め
て
い

た
が
、
今
後
は
水
力
・
風
力

発
電
用
部
品
加
工
な
ど
の
多

品
種
少
量
生
産
に
シ
フ
ト
を

進
め
る
方
針
。
多
品
種
少
量

生
産
で
は
、
頻
繁
な
段
取
り

替
え
に
よ
る
生
産
低
下
が
課

題
。
そ
こ
で
５
軸
加
工
機
を

用
い
、
従
来
は
複
数
の
機
械

で
加
工
し
て
い
た
も
の
を
一

貫
加
工
化
し
、
生
産
性
低
下

を
防
ぐ
。

　
前
橋
市
の
真
柄
鉄
工
所

は
、
直
径
９
０
０

の
ワ

ー
ク

加
工
対
象
物

に
対

応
す
る
大
型
Ｎ
Ｃ
旋
盤
を
導

入
し
た
。
新
規
受
注
し
た
電

力
関
連
設
備
向
け
チ
ャ
ン
バ

ー
を
加
工
す
る
際
、
従
来
以

上
の
寸
法
精
度
を
求
め
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
設
備
を
更
新

し
た
。
大
型
品
の
加
工
に
は

主
軸
が
垂
直
方
向
の
立
型
旋

盤
を
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
が
、
同
社
は
切
り
く
ず
排

出
性
を
加
味
し
、
工
作
機
械

メ
ー
カ
ー
が
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

す
る
中
で
最
大
サ
イ
ズ
の
横

型
旋
盤
を
選
ん
だ
。

　
高
崎
市
の
小
林
製
作
所
は

油
圧
式
と
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
ー

駆
動
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
式
射

出
成
形
機
を
２
台
導
入
し

た
。
同
社
の
主
力
は
産
業
用

機
械
向
け
肉
厚
成
形
品
で
、

成
形
時
間
が
長
く
、
モ
ー
タ

ー
が
焼
け
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
そ
こ
で
成
形
中
の
保
圧

は
油
圧
駆
動
が
担
当
し
、
省

エ
ネ
性
や
応
答
性
に
強
み
を

持
つ
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
ー
駆
動

と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
式
を
選

択
し
た
。

　
同
市
の
石
関
プ
レ
シ
ジ
ョ

ン
は
昨
年
か
ら
今
春
に
か
け

て
サ
ー
ボ
プ
レ
ス
機
を
２

台
、
高
速
順
送
プ
レ
ス
機
を

１
台
導
入
し
た
。
発
光
ダ
イ

オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

用
ヒ
ー

ト
シ
ン
ク
と
燃
料
電
池
用
板

金
部
品
の
製
造
に
用
い
る
。

中
小
企
業
は
投
資
資
金
に
限

り
が
あ
る
の
に
対
し
、
同
社

は
「
サ
ポ
イ
ン
」
で
知
ら
れ

る
「
中
小
企
業
の
も
の
づ
く

り
基
盤
技
術
の
高
度
化
に
関

す
る
法
律
」
に
よ
る
認
定
を

受
け
、
開
発
資
金
の
援
助
を

得
た
。

　
―
今
の
生
産
状
況
に
つ
い

て
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

　
「
現
在
は
前
年
同
月
比
の

８
割
程
度
の
生
産
ペ
ー
ス
で

推
移
し
て
い
る
。
す
で
に
部

品
調
達
の
問
題
は
解
決
し
て

い
る
が
、
７
月
か
ら
の
節
電

対
策
に
よ
り
、
電
力
供
給
が

生
産
回
復
に
対
す
る
制
約
に

な
っ
て
い
る
」

　
「
８
月
か
ら
群
馬
製
作
所

に
自
家
発
電
機
を
導
入
す

る
。
複
数
台
を
群
馬
製
作
所

が
持
つ
３
工
場
に
順
次
導
入

し
、
発
電
能
力
は
合
計
５
０

０
０

に
相
当
す
る
。
電

力
ピ
ー
ク
時
間
帯
に
プ
レ
ス

加
工
や
切
削
加
工
な
ど
の
設

備
の
稼
働
を
休
止
し
て
い
る

が
、
自
家
発
電
機
の
導
入
に

よ
り
休
止
し
て
い
た
時
間
帯

も
稼
働
で
き
る
」

　
―
生
産
完
全
正
常
化
は
い

つ
ご
ろ
に
な
り
ま
す
か
。

　
「
本
格
的
な
生
産
回
復
は

夏
の
電
力
不
足
問
題
が
解
消

し
て
か
ら
に
な
る
。
た
だ
、

電
力
不
足
の
ほ
か
に
、
現
場

の
生
産
作
業
者
も
不
足
し
て

い
る
。

月
に
期
間
従
業
員

を
４
０
０
人
増
や
し
て
１
５

０
０
体
制
に
す
る
計
画
だ
。

十
分
な
人
数
を
補
充
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
、
栃
木
県
や

埼
玉
県
に
立
地
す
る
拠
点
か

ら
応
援
を
要
請
す
る
か
も
し

れ
な
い
」

　
「
設
備
面
で
は

数
億
円

か
け
、
登
録
車
を
製
造
し
て

い
る
矢
島
工
場

太
田
市

で
、
老
朽
化
し
て
い
る
な
ど

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い

る
設
備
を
更
新
す
る
。
ピ
ッ

チ

タ
ク
ト

タ
イ
ム
の
向

上
に
よ
り
、
生
産
能
力
は
約

４
・
５
％
増
え
て
年
間

万

台
と
な
る
」

　
―
軽
自
動
車
製
造
の
本
工

場

太
田
市

で
ト
ヨ
タ
自

動
車
と
共
同
開
発
の
ス
ポ
ー

ツ
車
用
生
産
ラ
イ
ン
の
設
置

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
ほ
か

に
流
す
車
種
は
何
で
す
か
。

　
「
新
型
イ
ン
プ
レ
ッ
サ
な

ど
が
候
補
だ
が
、
ま
だ
決
定

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
作
業

者
に
一
度
に
複
数
車
種
の
生

産
に
つ
い
て
覚
え
て
も
ら
う

の
は
負
担
が
大
き
い
た
め
、

現
場
サ
イ
ド
と
し
て
は
ス
ポ

ー
ツ
カ
ー
を
立
ち
上
げ
て
半

年
く
ら
い
の
期
間
を
空
け
て

か
ら
、
混
流
生
産
に
移
り
た

い
」

　
―
本
工
場
を
登
録
車
製
造

拠
点
に
衣
替
え
す
る
こ
と

で
、
製
作
所
全
体
で
生
産
車

種
の
大
幅
な
シ
ャ
ッ
フ
ル
は

あ
り
ま
す
か
。

　
「
わ
が
社
は
大
手
メ
ー
カ

ー
ほ
ど
の
販
売
量
を
持
た
な

い
た
め
、
一
つ
の
ラ
イ
ン
を

１
車
種
に
特
化
で
き
な
い
。

ス
バ
ル
ウ
ェ
イ

の
原
則

は

変
種
変
量
生
産

。
ど

ん
な
車
種
が
売
れ
て
も
柔
軟

に
対
応
で
き
る
生
産
ラ
イ
ン

の
構
築
を
今
後
も
追
求
し
た

い
」

　
「
現
在
、

フ
ォ
レ
ス
タ

ー

が
矢
島
工
場
に
あ
る
二

つ
の
ラ
イ
ン
の
ど
ち
ら
で
も

生
産
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な

ブ
リ
ッ
ジ
生
産
が
可
能
な
車

種
を
拡
大
し
て
い
く
。
対
象

と
な
る
の
は
一
定
の
生
産
量

を
見
込
め
る
車
種
で
、
生
産

量
が
大
き
い
方
が
ラ
イ
ン
間

の
稼
働
率
の
差
に
応
じ
て
臨

機
応
変
に
生
産
を
振
り
分
け

や
す
い
か
ら
だ
」

　
―
昨
秋
か
ら
１

円
以

下
の
円
高
が
固
定
し
て
い
る

中
、

年
度
決
算
の
営
業
利

益
は
８
４
１
億
円
と
前
年
度

の
約
３
倍
に
な
り
ま
し
た
。

国
内
単
体
の
営
業
利
益
率
も

４
・
５
％
と
高
水
準
で
す
。

　
「
前
年
度
比
５
６
８
億
円

の
増
益
要
因
は
自
動
車
販
売

台
数
が
約

万
台
と
前
年
度

比
１
６
・
７
％
伸
び
た
こ
と

が
大
き
い
が
、

億
円
の
原

価
低
減
効
果
も
貢
献
し
て
い

る
。
昨
年
度
は
投
資
と
改
善

活
動
を
合
わ
せ
て
生
産
性
を

２
割
以
上
向
上
し
た
。
内
容

は
省
人
化
、
材
料
費
低
減
、

運
搬
距
離
の
削
減
な
ど
細
か

い
改
善
を
積
み
重
ね
て
き
た

結
果
だ
」

　
「
た
だ
、
ド
ル
に
対
し
て

１
円
の
円
高
で
約

億
円
の

利
益
が
減
少
す
る
。
現
在
の

為
替
相
場
は
、
我
々
に
と
っ

て
も
苦
し
い
環
境
で
あ
る
こ

と
に
変
わ
り
な
い
。
し
か
も

国
内
と
ア
メ
リ
カ
に
し
か
製

造
拠
点
を
持
た
な
い
わ
が
社

は
、
資
本
の
大
き
な
自
動
車

メ
ー
カ
ー
の
よ
う
に
東
南
ア

ジ
ア
に
い
く
つ
も
製
造
拠
点

を
構
え
る
と
い
っ
た
戦
略
は

と
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で
日
本

の
製
造
業
が
幾
度
と
な
く
急

激
な
為
替
変
動
と
闘
っ
て
き

た
よ
う
に
、
わ
が
社
も
漫
画

あ
し
た
の
ジ
ョ
ー

の
主

人
公
の
ご
と
く
、
倒
れ
て
も

倒
れ
て
も
起
き
上
が
る
よ
う

に
し
て
立
ち
向
か
っ
て
い
く

し
か
な
い
」

　
―
近
く
中
国
に
進
出
す
る

計
画
で
す
が
、
国
内
生
産
は

ど
う
変
わ
り
ま
す
か
。

　
「
よ
く
勘
違
い
さ
れ
る
の

だ
が
、
我
々
は
中
国
拠
点
を

建
て
る
こ
と
で
国
内
か
ら
海

外
に
生
産
シ
フ
ト
し
て
い
る

の
で
は
な
い
。
中
国
拠
点
は

中
国
市
場
向
け
に
現
地
生
産

す
る
た
め
の
拠
点
で
あ
り
、

同
時
に
今
後
と
も
群
馬
製
作

所
の
生
産
台
数
は
増
え
て
い

く
」

　
「
群
馬
製
作
所
全
体
の
自

動
車
生
産
能
力
は

年
に
現

在
よ
り
約

％
増
の
年
間
５

７
万
台
に
な
る
。
エ
ン
ジ
ン

と
変
速
機
を
製
造
し
て
い
る

大
泉
工
場

大
泉
町

は
、

海
外
拠
点
分
も
担
う
た
め
、

エ
ン
ジ
ン
の
年
間
生
産
能
力

は

万
台
弱
に
拡
大
す
る
」

　
―
吉
永
泰
之
社
長
が
就
任

し
、
群
馬
製
作
所
に
も
何
か

変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
か
。

　
「
社
長
が
掲
げ
る
ブ
ラ
ン

ド
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト

Ｃ
ｏ

ｎ
ｆ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
　
ｉ
ｎ

　
Ｍ
ｏ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

を
私
な

り
に
解
釈
す
る
と
、
こ
れ
ま

で
積
み
上
げ
て
き
た
信
頼
と

い
う
も
の
を
大
切
に
し
つ
つ

も
、
そ
こ
に
安
住
す
る
の
で

は
な
く
、
さ
ら
に
一
歩
踏
み

込
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
だ

と
思
う
。
我
々
現
場
サ
イ
ド

と
し
て
、
何
事
に
も
ま
ず
は

気
持
ち
を
大
事
に
し
た
い
」

　
高
崎
市
の
山
岸
製
作
所
は

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

Ｈ
Ｖ

車

用
モ
ー
タ
ー
部
品
の
増
産
に

対
応
す
る
た
め
、
Ｎ
Ｃ
旋
盤

を
２
台
導
入
し
、
計

台
体

制
と
し
た
。
生
産
体
制
も
２

直
化
し
、
６
月
比
７
割
増
の

月
産
５
０
０
０
台
に
移
行
す

る
。
館
林
市
の
内
山
製
作
所

は
今
秋
に
予
定
す
る
建
設
機

械
部
品
の
増
産
に
向
け
、
溶

接
ロ
ボ
ッ
ト
を
５
台
導
入

し
、
計

台
体
制
に
増
や

す
。
ま
た
ス
ペ
ー
ス
確
保
の

た
め
、
同
市
内
の
空
き
工
場

を
取
得
し
た
。
増
産
と
同
時

に
、
同
社
が
推
進
す
る
自
動

化
も
進
め
る
。

　
必
ず
し
も
国
内
の
製
造
業

全
体
が
増
産
基
調
に
あ
る
わ

け
で
は
な
い
。
た
だ
、
中
小

企
業
で
は
老
朽
化
し
た
設
備

の
更
新
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

同
時
に
各
社
の
技
術
開
発
方

針
に
沿
っ
た
設
備
の
導
入
が

進
ん
で
い
る
。


